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≪申請の流れ≫

１）健康保険制度について

≪支給額（1日あたり）≫

病気やケガで
4日以上

仕事を休んだ

〇マイナンバーカードが健康保険証として利用できます。

本人の同意があれば、初めての医療機関でも今までの薬剤
情報が共有できます。

自身の特定健診情報や薬剤情報が閲覧できます。

領収証の保管・提出なしにマイナポータルを通じて簡単に控
除申請の手続きができます。

≪マイナンバーカードを保険証利用することによるメリット≫

自身の健康管理に役立つ！

より良い医療が可能に！
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オンラインで医療費控除が
より簡単に！



１）健康保険制度について

〇マイナンバーカードが健康保険証として利用できます。

就職・転職後の保険証の切り替えや更新、高齢受給者証の
持参の必要がなくなります。

限度額適用認定証がなくても、高額療養費制度の自己
負担限度額を超える支払が免除されます。

５
健康保険証としてずっと
使える！
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≪マイナンバーカードを保険証利用することによるメリット≫

６

医療費の節約につながり
ます！

手続きなしで限度額を超える
一時的な支払が不要に！

初診 再診 調剤

マイナンバーカード利用 20円 0円 10円

従来の保険証利用 40円 0円 30円

※従来の保険証より医療費（10割）が20円安くなります。



≪医療機関の窓口で「限度額情報の提供」に同意するには？≫

〇オンライン資格確認システムが導入されている医療機関窓口では、「限度額情報の提供
に同意」すると自己負担限度額を超える支払が不要になります。

１）健康保険制度について

※①保険資格データとマイナンバーが紐づけされていない場合や、②マイナンバーカードを
利用できない医療機関を受診する場合、③低所得者（被保険者の市区町村民税が非課税）の
場合は、今まで通り「限度額適用認定証」の提示が必要です。
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１）健康保険制度について

※マイナンバーカードの保険証利用については、今後も協会けんぽの各種広報媒体にてご案内する予定
です。

□従来の保険証は、令和6年12月2日で発行が終了します。

□発行済みの健康保険証は最大1年間（令和７年１２月１日まで）有効です。

□マイナンバーカードを健康保険証として利用登録していない方は、医療機関に受診するときに
は資格確認書が必要になります。

□「資格取得届」や「被扶養者異動届」は取得や異動の事実があった5日以内に日本年金機構
等に提出をお願いします。

≪健康保険証廃止にあたって≫
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２．申請書記入上の注意点について
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２）申請書記入上の注意点について

記号・番号は、保険証に記載されています。
退職等で資格喪失されている方につきましては、資格喪失
前の記号・番号をご記入ください。

金融機関名・支店名の記入間違いがあると、申請書をお戻し
しています。正しい名称での記入をお願いします。

1ページ 被保険者記入用
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1ページ 被保険者記入用

きのくに信用 △△

≪例１．紀陽銀行本店営業部の場合≫

≪例２．きのくに信用金庫の場合≫

（誤） （正） ☑“きのくに信用”まで記入し“金庫”に“〇”をつけて

きのくに金庫 → きのくに信用金庫 ください。

（誤） （正）

紀陽銀行本店 → 紀陽銀行本店営業部 ☑“本店営業部”に“〇”をつけてください。

紀陽

２）申請書記入上の注意点について
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仕事内容の記載漏れがないようにお願いします。

2ページ 被保険者記入用

仕事中や通勤途中での傷病の場合は、労災保険の給付の
対象となりますので、傷病手当金の申請はできません。

労働基準監督署にご相談ください。

２）申請書記入上の注意点について
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3ページ 事業主記入用

申請書２ページ目の申請期間中に報酬の支払いがあった場合のみ、
申請書３ページ目の報酬支払欄に記入することとなります。

２）申請書記入上の注意点について
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3ページ 事業主記入用

記入例①

申請期間：
令和6年1月1日～令和6年1月31日

給与締：月末

出勤日：なし

基本給：0円

０６ ０１ 記入不要

記入不要

記入例②

申請期間：
令和6年1月1日～令和6年1月31日

給与締：月末

出勤日：なし

基本給：0円、扶養手当：10,000円
（出勤の有無にかかわらず満額支
給）

０６ ０１ 記入不要

出勤の有無にかかわらず、満額支給されている手当の記入が必要

０６ ０１ ０１ ０６ ０１ ３１ ００１００

２）申請書記入上の注意点について
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3ページ 事業主記入用

記入例③

申請期間：
令和6年1月1日～令和6年1月31日

給与締：月末

出勤日：なし（1/15、1/25～1/26
は有給休暇）

基本給：0円、有給手当：30,000円
（日給：10,000円×3日）

０６ 記入不要

記入例④

申請期間：
令和6年1月1日～令和6年1月31日

給与締：月末

出勤日：1/9～1/12、1/15～1/19

基本給：80,000円（申請期間の欠
勤控除あり）
住宅手当：10,000円（出勤の有無
にかかわらず満額支給）

０６ ０１

・申請期間の欠勤控除されている基本給の記入は不要
・出勤の有無に関わらず満額支給されている住宅手当は記入が必要

０６ ０１ ０１ ０６ ０１ ３１ ００１００

有給手当は支払った期間ごとに記入が必要

０６ ０１ １５ ０６ ０１ １５ １００００

０６ ０１ ２５ ０６ ０１ ２６ ２００００

出勤した日のみ“〇”をつける

２）申請書記入上の注意点について

０１
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3ページ 事業主記入用
２）申請書記入上の注意点について

次の項目は必ず記入してください

①氏名（カタカナ）

②勤務状況欄の〇年〇月

③事業主証明欄（証明日を含む）

申請期間中に出勤や報酬の支払いが
ある場合

勤務状況

・出勤の場合のみ “〇”を記入してください。

賃金支払い状況

・申請期間中に報酬の支払い（満額）があった場合
のみ、その内容を記入してください。

・有休手当の支払いがあった場合は、その期間ごと
に記入してください。

①

②

③
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・申請期間より、後の日付になっているか確認ください。

4ページ 医療機関記入用

・傷病手当金支給申請書の詳しい書き方
については、協会けんぽのホームページ
から動画でも確認できます。

傷病手当金支給申請書の記入方法の動画より抜粋

動画はこちらから

２）申請書記入上の注意点について
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３．職場における健康づくりについて
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４）職場における健康づくりについて

〇生活習慣病予防健診 対象：35歳から74歳の被保険者（ご本人）

≪生活習慣病予防健診の検査内容≫

血圧測定 血液検査 尿検査 心電図検査

胸部レントゲン

検査

胃部レントゲン

検査
便潜血反応検査

メタボリックシンドロームとともに

5大がん までカバーしている健診です
肺 胃 大腸

子宮 乳房

※子宮頸がん検診、乳がん検診は、別途自己負担が必要です
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４）職場における健康づくりについて

検査内容 自己負担額（最高）

一般
健診

・診察、問診等 ・身体計測 ・血圧測定
・尿検査 ・便潜血反応検査
・血液検査 ・心電図検査
・胸部レントゲン検査 ・胃部レントゲン検査

5,282 円
※差額は協会けんぽが補助

一般
健診に
追加
できる
健診

付加健診
40歳・45歳・50歳・55歳・

60歳・65歳・70歳
2,689円

乳がん検診 40～74歳 ※偶数年齢の女性
40～48歳：1,574円
50～74歳：1,013円

子宮頸がん検診 36～74歳 ※偶数年齢の女性 970円

肝炎ウイルス検査 35～74歳 582円
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４）職場における健康づくりについて

≪生活習慣病予防健診の変更点≫

※子宮頸がん検診、乳がん検診、肝炎ウイルス検査の自己負担も同様に軽減しています

健診の自己負担が軽減されています。
令和5年4月から

スタート

一般健診

付加健診

令和6年4月から
スタート

令和6年4月より、付加健診の対象年齢について、現行の40歳、50歳に加え、

45歳、55歳、60歳、65歳、70歳も対象になります。
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４）職場における健康づくりについて

①案内が届いたら、従業員の皆さまに健診を受診するよう周知する。

②受診を希望する健診機関に予約する。

健診実施機関一覧はこちら

≪健診を受けた後の行動も大切です≫

≪健診の申し込み方法≫

日々の健康づくりに取り組み、毎年の健診は必ず受けましょう。

そして健診結果に応じて、引き続きの健康づくり、特定保健指導の利用、医療機関への早期受診といっ
た行動に移しましょう。

と判定されたら・・・ と判定されたら・・・
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